
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
と
只
見
町

八
十
里
越
開
通
に
向
け
て

包
括
協
定
を
締
結

三
条
市
下
田
「
か
も
し
か
病
院
」
を
視
察

▲施設の説明を受けるメンバーら

▲日本ウオーキング協会の協力のもと、実施している只見ウォーク ▲ウェブ会議システムを通して協定を交わした日本ウオーキング協会
井上成美専務理事（左）

　

一
般
社
団
法
人
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協

会
（
以
下
協
会
）
と
町
は
９
月
25
日
に
包

括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
で
は
、「
人
と
自
然
の
共
生
」
を

伴
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
的

に
、

○
日
本
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
愛
好
者
を
含
め

た
人
々
に
伝
達
・
広
報
し
、
豊
か
な
只

見
暮
ら
し
と
の
交
流
活
動
に
貢
献
す
る

こ
と

○
只
見
町
の
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を

醸
成
す
る
た
め
、
首
都
圏
を
中
心
と
し

た
子
ど
も
た
ち
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、

自
然
科
学
交
流
の
場
づ
く
り
を
企
画
推

進
す
る
こ
と

○
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
（
１
０
０
歳
）
ま

で
自
立
で
き
る
健
康
環
境
の
醸
成
に
協

力
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
取

り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
定
に
よ
り
、
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
利
用
し
た
町
の
情

報
発
信
や
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
町
民

の
健
康
づ
く
り
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
協

会
と
連
携
し
、
事
業
の
企
画
・
実
施
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

福
祉
の
里
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
は
９
月

25
日
、
三
条
市
下
田
地
域
に
あ
る
医
療
法

人
社
団
し
た
だ
及
び
社
会
福
祉
法
人
し
た

だ
が
運
営
す
る
「
か
も
し
か
病
院
」
と
介

護
施
設
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
本
視
察
は

今
後
の
医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
見

直
し
の
参
考
と
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
、
各
施
設
の
見
学
後
に
は
、
法
人
職

員
と
課
題
の
共
有
及
び
八
十
里
越
開
通
後

の
協
力
体
制
や
交
流
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

か
も
し
か
病
院
は
、
八
十
里
越
が
開
通

す
る
と
只
見
町
か
ら
約
１
時
間
で
到
着
で

き
る
距
離
と
な
り
、
只
見
町
民
の
利
用
も

可
能
な
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

主
に
慢
性
期
や
終
末
期
の
患
者
が
利
用

す
る
１
２
０
床
の
病
院
で
、
要
介
護
認
定

を
受
け
た
高
齢
者
が
入
所
す
る
60
床
の
介

護
医
療
院
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院

か
ら
車
で
２
分
程
の
場
所
に
は
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

ケ
ア
ハ
ウ
ス
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
面
に
お
い
て
は
、
医
師
や
看
護
師

が
充
足
し
て
お
り
、
只
見
町
に
比
べ
充
実

し
て
い
ま
す
が
、
介
護
人
材
の
確
保
は
難

し
く
、
外
国
人
職
員
の
採
用
・
育
成
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
の
影
響
も

あ
り
、
施
設
入
所
者
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
只
見
町
同

様
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

　

福
祉
の
里
検
討
会
は
、
町
保
健
福
祉
課

や
朝
日
診
療
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
社

会
福
祉
法
人
等
の
職
員
を
中
心
に
構
成
さ

れ
た
会
議
体
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
や

事
業
廃
止
が
決
ま
っ
た
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム

の
利
活
用
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
視
察
研
修
を
踏
ま
え
て
、

只
見
町
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス

資
源
や
空
き
施
設
の
利
活
用
案
を
年
内
に

ま
と
め
る
予
定
で
す
。
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地
域
に
寄
り
添
う
社
会
貢
献

冬
期
で
も
安
全
な
交
通
確
保
を
目
指
し
て

１
日
も
早
い
開
通
と
そ
の
後
を
見
据
え
て

明
治
安
田
生
命

「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

県
道
小
林
・
舘
の
川
線
改
良
促
進

期
成
同
盟
会
が
要
望
活
動

国
道
２
８
９
号
線
建
設
期
成
同
盟
会
が
要
望
活
動

▲福島県議会の山田副議長（中央左）に要望書を手渡しました

▲要望内容を県土木部長らに伝える会員ら

▲佐藤副知事（中央左）に要望書を手渡しました

▲目録を手渡した小菅所長（右）

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
坂
下
営

業
所
か
ら
町
に
、
７
３
０
，
８
０
０
円
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
で
は
、

社
会
貢
献
運
動
「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
事
業
の

一
環
で
、
従
業
員
か
ら
集
ま
っ
た
募
金
に

同
社
か
ら
の
寄
附
金
を
合
わ
せ
、
町
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
録
を
手
渡
し
た
小
菅
所
長
は
、「
健
康

づ
く
り
活
動
等
で
地
域
の
健
康
づ
く
り
へ

の
関
心
を
高
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
地
元

に
密
着
し
た
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
有
効
に
活
用
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

県
道
小
林
・
舘
の
川
線
改
良
促
進
期
成

同
盟
会
は
、
10
月
16
日
に
南
会
津
建
設
事

務
所
や
県
庁
、
県
議
会
を
訪
問
し
、
県
道

小
林
・
舘
の
川
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

当
要
望
活
動
で
は
、
同
県
道
が
重
要
な

生
活
路
線
で
あ
り
、
国
道
２
８
９
号
の
代

替
性
を
有
す
る
路
線
で
あ
り
な
が
ら
、
小

林
～
亀
岡
間
は
未
改
良
で
落
石
の
恐
れ
や

幅
員
が
狭
く
、
ま
た
熊
倉
～
荒
島
間
が
雪

崩
の
た
め
冬
期
通
行
止
め
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
改
良
や

整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
２
８
９
号
線
建
設
期
成
同
盟
会
は

10
月
６
日
に
福
島
県
庁
を
訪
問
し
、
県
の

矢
澤
土
木
部
長
、
佐
藤
副
知
事
に
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
に
は
、「
令
和
８
年
秋
か
ら
９
年

夏
中
に
開
通
と
示
さ
れ
た
期
間
内
に
お
い

て
１
日
も
早
い
開
通
と
な
る
よ
う
事
業
推

進
を
図
る
こ
と
」
や
「
災
害
時
に
も
安
定

的
か
つ
安
全
・
円
滑
に
利
用
可
能
な
道
路

網
を
構
築
し
、
地
域
経
済
や
住
民
生
活
を

支
え
る
重
要
物
流
道
路
の
重
点
整
備
を
推

進
す
る
こ
と
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
同
期
成
同
盟
会
は
、
沿
線
自
治

体
の
市
町
村
長
や
議
会
議
長
ら
が
会
員
と

な
っ
て
お
り
、
要
望
当
日
は
滝
沢
三
条
市

長
ら
も
同
席
し
ま
し
た
。
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